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【研究目的】 

さまざまな食物を原因とした食物アレルギーは近年増加しており、大きな社会問題と

なっている。食物アレルギーの詳細な機序については未だ不明であるが、他のアレルギ

ー疾患と同様に Th2 型サイトカインが重要な役割を果たしていることがモデルマウス

の実験などにより示唆されている。我々は Th2 型サイトカインであるインターロイキン

4（IL-4）あるいは IL-13 の気道上皮細胞あるいはケラチノサイトにおける誘導遺伝子

の一つとして扁平上皮細胞癌抗原（SCCA）をマイクロアレイ法にて以前同定した。さら

に、この SCCA が小児気管支喘息あるいはアトピー性皮膚炎の新規バイオマーカーとな

ることもすでに報告している。本研究では、食物アレルギーにおいても SCCA が診断マ

ーカーとなりうるか検討することと、SCCA の生体内における生理的あるいは病理的意

義を明らかにすることを目的としている。これにより、食物アレルギーに関する新規の

診断マーカーの開発あるいは発症機序を明らかにすることを試みる。 

 

【研究結果】 

1. SCCA の食物アレルギーにおける診断マーカーとしての検討 
国立病院機構福岡病院における食物アレルギー患者において同意を得た上で血清中の

SCCA レベルを測定し、臨床病態との関連性について検討を行うことを計画している。

現在このために、病院内での倫理委員会における承認を得るための作業を行っている。 

2. SCCA の生理的あるいは病理的意義の検討 
プロテアーゼインヒビターである SCCA は寄生虫の一種である Leishmania mexicana、

Tripanosoma cruzi、Fasciola hepatica 由来のシステインプロテアーゼ活性を阻害す

ることが明らかとなった。このことより、SCCA は生体内で寄生虫感染防御機構の役割

を持っている可能性が示唆された。 

 

【考察・結論】 
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SCCA は生体内で寄生虫感染防御機構の役割を持っている可能性が示唆された。SCCA の

食物アレルギーにおける診断意義に関する解析については現在検討中である。これらの

結果より、アレルギー疾患が寄生虫感染防御機構の誤作動により生じている可能性が考

えられる。 
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